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令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ２ 日 

最上川ダム統合管理事務所 

「ダムとのふれあいの日」を開催 

～白川ダムで「森と湖に親しむ旬間」のイベントを実施～ 

 

 白川ダムでは、「森と湖に親しむ旬間」の一環として、ダム管理支所周辺において、

巡視船によるダム湖の体験巡視やダム内部の監査廊見学などを通じて、ダムを身近に感

じていただくため「ダムとのふれあいの日」を７月３０日（土）に開催します。 

当日は、白川ダム湖岸公園において「ＳＮＯＷえっぐフェスティバル」も同時に開催

されますので、森林や湖に親しんで、心身をリフレッシュしてはいかがでしょうか。 

  

国土交通省及び農林水産省では、昭和 62 年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむこ

とにより、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社

会生活にはたしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年７月２

１日から７月３１日までを「森と湖に親しむ旬間」として定めています。 

旬間期間中は、本趣旨に沿って全国の管理ダムを中心に各種行事が行われています。 

白川ダムでは、今年も下記の内容で実施いたしますので、お知らせします。 

記 

 ・日  時：令和４年７月３０日（土）１０時００分から１６時００分頃まで 

 ・場  所：白川ダム管理支所周辺 

 ・実施内容：貯水池巡視体験（当日受付） 

白川ダムの巡視船に乗って、ダム湖の見回りを体験します。 

       監査廊見学とダム登山（当日受付） 

白川ダムの内部にある監査廊（かんさろう）と呼ばれるトンネルを歩い

て、ダムの中を見学します。 

見学後のダム登山参加者（希望者のみ）には、「登山証明書」をお渡しい

たします。 

建設機械展示（自由見学） 

白川ダムで使用している除雪車などを展示します。 

 ・注 意 点：「ダムとのふれあいの日」に参加される場合は、足元が滑りやすく不安定な

ところがありますので、歩きやすい履き物でお越しください。 

 ・そ の 他：白川ダム湖岸公園では、「ＳＮＯＷえっぐフェスティバル」が同時開催され

ます。イベントの詳しい内容については、ＳＮＯＷえっぐフェスティバル

実行委員会事務局（℡ 0238-77-2020）までお問い合わせください。 
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お問い合わせ先 

国土交通省 最上川ダム統合管理事務所 白川ダム管理支所 

山形県西置賜郡飯豊町大字高峰字栗梨沢 4215 ℡ 0238-75-2131 
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ダムの水をせき止めている堤体（ていたい）。

その中の底にはダムを管理するための『監査廊』と

呼ばれるトンネルがある。いつもは入れないダムの

底の世界を探検してみよう！トンネルを抜けた後は

ダムを登ってダムの大きさを感じてみませんか？

※ダム登山は希望者のみ

※１年に１度だけの開放です！ぜひご体験ください！

ダム湖を見回る『巡視船』に乗って、巡視体

験をしてみよう！いつもは地上からみる白川ダ

ムの景色を船に乗って、水上からながめてみま

せんか！ ※１周１５分程度

★小雨決行／雨天時、中止になる場合もあります
★乗船には受付が必要です
★便数に限りがあります（午前7便 午後10便）

かんさろう けんがく

ちょすいち じゅんし たいけん

★パネル展／白川ダムの歴史や役割を知ろう!!（展示室内）
★ロータリー除雪車や建設機械展示／運転席に座ってみよう!!
★国土交通省の働く車のペーパークラフトプレゼント♪（総合案内で）
★ダムカード風フォトフレームで写真を撮ってみよう!!

※暑さ対策・虫対策は忘れずにね!!

※荒天時にはダム登山
は中止になる場合も
あります

森と湖に親しむ旬間

とざん

監査廊探検

ドキドキ・・・

ダム登山



国道113号

至 小国町

白川ダム

『SNOWえっぐフェスティバル』

会 場：白川ダム湖岸公園

『ダムとのふれあいの日』

会 場：白川ダム管理支所

※ 県道４号線 中津川方面

屏風岩トンネル抜けてすぐ左折

イベント会場 位置図


